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1 音 素 か 2 音 素 か ？

一 〔∫
’t∫

’

〕〔3
’d3’

〕の 〔∫
’

∫
’

〕〔3
’

3
’
〕へ の 移行

一

城　　田 俊

　§ 1． 形能素中で 〔∫
’
t∫
’
〕とい う音ぽ すたれ， 〔∫

’

：〕が有力 に な りつ つ あ ると

して も ， 〔∫
’t∫

’

〕は い まだ標準語 の 中に生 きて い ます。ω 生 きて い る と い うだけ

で は ， まだ，不十分で ，ao ）KAb 《雨 》 の 〔d6∫
’
t∫

’

〕 とい う発音は ，　 Pt シ ア 語の

標準語 の 資格を十分持つ レ ニ ソ グ ラ ー ドの 標準語 で ，い まだ 「正 しい 」発音と

して推薦され て い ます 。
〔21

　 こ の 〔∫
’t∫

’

〕の 先行部分の 〔∫
’
〕は， ノ∫！とい う音素が 〔t∫

’

〕 とい う軟子音

の 前で 同化 して と っ た姿で あ ！l　t 〔∫
’
t∫

’

〕 と い う子音 の つ らな り全 体は ／∫〆と

い う音素 と ／t∫1 とい う音素の 結合の あ らわれの 姿で ある と解釈 す る こ とが で

きます 。

　§2．　〔∫
’t∫

’

〕とい う発音を持つ 人 の 中 に は ， ＝ ・ 一モ ア と 共 に 皮肉な響な し と

は し ない 「い に しえ の ペ テ ル ス ブ ル グの 人達」 と レ フ ォ ル マ
ーツ キ

ーに 呼ば れ
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4 　　　　　　　　　　　　　　　　　A
るに しろ，AO ＞K鯔 を 〔da5

’d3’a〕 と発音 し て ， 〔∫
’t∫

’

〕 に 〔5
’d3’〕を対応させ

る人が お ります。

　 こ の 〔3
’d5’

〕とい う子 音の つ らな りは ， 〔∫
’
t∫
’
〕の よ うに ， 2音素の 結合 とし

て ，簡単に 説 明す る こ と は で きま せ ん 。 なぜ な ら ， 先行部分 の 〔5
’
〕は 1．3！に

あた るとし て も， 後行部分の 〔d3
’
〕は，有声曝子 音の 前以外で は 無声 の 発現を

持つ 1t∫／に よ っ て は 説明 で きな い の で す 。

　 こ れを，あえ て，1t∫ノで 説明し よ うとすれば ，　 P シ ア 語 の 中に
， 普通採用 さ

れ て い る ， 後行す るもの をもっ て先行す る もの を説 明す る とい う説明方式の 中
　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に ， 1t∫1とい う音素に限 り，〔5〕の 後で は 有声化 し て 〔d3

’

〕と し て あらわれ る

とい う，先行する もの を も っ て後行する もの を説明する所 の 例 外的な説明方式

を ， 1t∫〆と い う音素 の 特殊な行動の 注記と共 に
， 導 き入 れ なければ な りま せ

ん 。 （そ うする と ， 後行部分の 〔d5
’

〕の 有声的性質は ， 先行部分 ！5f に よ っ て

説明され，先行部分の 〔5
’

〕の 軟音的性質は ，後行部分 ／t∫1 に よっ て 説明 さ

れる とい う相互依存的な関係が こ こ に み とめ られる こ とに な ります 。）

　後か ら前を説明する 「後か ら前へ の 同化則 」 （それ は ，現行 の 書法形式で い

1 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

えば，右か ら左を 説明す る の で ，
「右か ら左へ の 同化則」 とい っ て もよ い と思

い ます）が君臨す る中で ， 「前か ら後へ の 同化則」 （「左か ら右へ の 同化 則」）の

例外的存在を認め なければ な ら な い と い う事態は ，他の 言 語 の 中 に も見出 され

ます 。例えば ，チ ェ ッ コ 語で は ，子音の無声 ・有声の 発現は ， ロ シ ア語 と同 じ

よ うに ， 普通 ， 後行する もの に よ っ て先行するもの が説 明され ますが，y に 関

し て は ，そ の よ うな面を持ち なが ら も （例 ，
16kafsk夕《医事の 》 の 無声 の 〔善〕），

pf，　tf，　kf の よ うな つ らな りで は ，先行す る もの に よ っ て その 無声的性質は 説

明されます （例 ， piir6da 《 自然》
，
　 tfi 《3》

，
　 kfl6et 《叫ぶ 》 等の 無声の 〔着〕）

　 こ の よ うな例外的規則に よ る説明は ，学問上認め られない とい うの で は決 し

て あ りませ ん 。 他の もの よ り， 事態を よ く，かつ ，簡明に 説明する なら， それ

は 説明と し て の価値を十分有 し，規則と し て認め られ ます 。 し か し，チ ＝ コ 語

の f に 関し て は ，p，
　t

，
　k 等の さまざまな無声子 音の 後で ，無音化 し て現れ る

とい う
一般化が ある の に 対し ， ロ シ ア 語 の 〔3

’ds’〕に 関し ， 上 に あげた説 明を

と るな ら，そ の 規則は ／t∫1，それも ！51 だけの後の 1t∫／， とい う個別的な例

外規則とな ります。

　例外的で ある に し ろ 同化則（結合規則）だ けを 1 つ ふ や し ，子音音素の構成（4）

に は 手を ふ れず に 残 し て お くとい う，以上 の よ うな説 明方法 と共 に ，同化則は

そ の ま ま残 し，音素を 1 つ ふ や して 事態を説明す る方法が あ り得 ます 。
こ の 方

法に 従えぱ ，
P シ ア 語の 中に 1t∫1 とな らん で 1d51とい う有声の 破擦音素が

あ り，〔3
’d5’

〕は 13／＋1ds1に よ っ て 説 明 され るとい うこ とに な り ます 。 し か

し ，
こ の 説 明 もあま りう ま くあ りま せ ん 。 とい うの は ，〆d31 は 1s／の 後に し

か あ らわ れな い
， とい う風に ，1d51に 限 り， 分布 の 特殊1生を認め なければな ら

な い か らで す。

　§3． no ）fcnfi が 〔das
’

3
’6〕，　ao ＞lcnb が 〔d6∫

’

∫
’

〕 と発音され る，モ ス ク ワ の

標準語に お い て も， こ の よ うな事態は ， た とえ様相を異にす るに しろ ， 残る こ

とに なります 。

　〔das
’

3
’6〕の 〔5

’

3
’

〕は音素 ／3
’

3
’f，〔do∫

’

∫
’

〕の 〔∫
’

∫
’

〕は 音素 1∫’

∫
’1 に あ た

る とい うの が ， 才能ある学者を擁す る モ ス ク ワ 音韻学派 の 説で あ り，こ の 説 1よ，

革命後 の 標準 P シ ア 語の 中で の モ ス ク ワ 標 準語 の 勢力の拡大 と，学派の 精力的

活動 とに 支え られ て ， 定説化 し つ つ ある よ うで す 。
（5） しか し， こ の 説は ジ 2 セ

グ メ ン b に わた っ て 発現す る〔6）ば か りで な く， 分布が著 し くこ とな るω 例外的

音素を認め なければ な らな い とい う点で ， あ ま りす っ き り し な い 面 を持ち ます 。

し か し ，
こ れ ら （§2，§3で あげた もの ）以外に ，よ り，適切な説明方法は 見出
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されま せ ん 。 単音素に よ っ て も，そ の 結合則に よ っ て もス ソ キ リ とした説明が

で きな い もの が ， 何で ，他の もの に よ っ て ス ッ キ リ説 明が つ くで し ょ うか 。 音

素及び そ の結合 則 こ そ複雑な音声事象 の 最 も簡開な説 明方法 な の で すか ら。

　§4．　ア ヴ ァ ネ ーソ フ は問題の 子音 の つ ら な りの もとに な る音声 を，〔∫
’eJ’〕

〔5
’d5’

〕に 求め ， 両者の 変化の み ちす じと， そ の刈応 の 様子を次 の ような図 に

よ っ て 示 し て い ます 。
｛8〕

　　　　〔∫
’t∫

’
〕

　 　／　 ↓　 ＼

〔∫t∫〕　　　〔∫
，

∫
’

〕　　　〔∫
，t，

〕

　 　　　↓

　 　　 〔∫∫〕

　　 〔S
’ds’〕

　　／　 ↓　 ＼

〔3d3〕　　〔3
’

5
’
〕　　〔5

’d’〕

　　 　　1

　　 　 〔55〕

　実際上 は ， 上 の よ うな整然 とした 対応が必ずあ るわ けで は あ りませ ん 。 標準語
の 範囲内で も，「い に しえ の ペ テ ル ス ブル グ の 人達」 で は 〔f

’
？∫

’

〕 と 〔5
’if5’〕が

対応 し，モ ス ク ワ 標準語の 正音法で は 〔∫
’
∫
’
〕が 〔3

’

5
’
〕に 対応する筈 で すが，

レ ニ ン グ ラ ー ドで は ・〔∫
’t∫

’

〕が 〔3
’

5
’
〕に 対応 し た り，げ の カミ 〔53〕に 対応

した りする ロ シ ア 語を持つ 人が多数見出され ますし ，モ ス ク ワ の 標準語を話す

人 々 の 多 くは 〔∫
’
∫
’
〕を 〔55〕で 対応 させ て い ます （§16 参照）。

　こ の よ うな不 均衡な対応は，有声子音は ，調音上 ， 閉鎖 （破裂）が弱 く， そ
の 要素を早 く失 い ， 〔S

’ds’〕 の 〔3
’

3
’

〕 へ の 移行は ， 〔∫
’

倉〕の 〔∫
’

∫
’

〕へ の 移行
を 「追越す」〔9）こ とか らお こ る， と い う達見を ア ヴ ァ

ー ソ フ は 披露 し て い ます

が，なぜ ， 〔3
’d3’〕， それに 次 い で ， 〔∫

’t∫
’

〕が 閉鎖 の 要素を失 うか は説 明 して お

りませ ん 。 す べ て の 有声破擦音は ， 遅か れ 早かれ ， 閉鎖 の 要素を失 っ て ，摩擦

音に 転化するわけ で は と うて い あ りませ ん 。 〔5
’d5’

〕と い う子音 の つ らな りも，

も し 必 要 な ら ， 閉鎖 の 要素を強固に 保存した筈で す し， 〔∫
’t∫

’

〕 も，ま た ，同

様で す。もし ， 〔S
’ds’

〕が 〔3
’

5
’

〕，〔∫
’
t∫
’
〕が 〔∫

’

∫
’
〕に なる な ら ， それな りの 音

韻論上 ，な い し ， 構造上，機能上 の 要因があ る 筈 で す 。

§5・ 今 形鱇 中で 〔∫
’
tf
’
〕 とい う子音 の つ らな りの あ る標準的 ・ シ ア語

を ， （共時的に ）考察す る こ とに し ます 。

　その よ うな ロ シ ア 語で は ， 〔t∫
’
〕とい う子音 の 前に ，次 の よ うな 12 種類 の 子

音が存在します 。

　〔p〕： 〔k6pt∫
’

lk 〕i〈6nunu〈 《尾觝骨》，　K66 ・！mK 　＜＜こ ち ょ うげん 》，〔f〕： 〔16ft7
’
，〕ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　n

nOBue
〔

《 よ り巧 妙 に 》
，　〔m 〕： 〔mt ∫

’6tstse〕 Mtl5Tbcfi 《疾 走す る》，　〔n
’

〕：

〔k6n
’t∫

’

ik 〕　K6HgHK 《さき》・〔1〕； 〔va1 倉
’6k〕Bo 」J・161c 《 こ ま》

， 〔∫
・

〕： 〔∫
，

行
・i〕
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

、、1。 ，キ 。
ベ ツ ス ープ・

， 面
・

〕・ 〔
　　　　　　　
1’6t∫

，t∫
，

tk 〕・e・… K　＜＜飛t
”
i士 ・

， 〔・〕・ 〔… t∫
’ae〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A

（〔var
’

台
’at’〕） BQP 畷 Tb 《ぶ つ ぶ つ 云 う》

， 〔k 〕： 〔n
’ikt∫

’6mn 王j〕 HHKq6MHb 磁

　　　　　　　　　　　　　 　
《ろ くで な し》

， 〔x 〕： 〔1
’6xt∫

’

1〕通 四 e 《 よ り簡単 な》暁

　こ こ で 気附か れ る の は 〔〔的 の 前で ， 前 口 蓋 ・摩擦 ・（無声）・子音が ，〔∫
’
〕

と い う軟子音 の 姿を と っ て い る こ とで す 。

　次に ， 前 口蓋 ・摩擦 e （無声）・ 子音を先行部分 とす る結合をす べ て 調べ あげ

る こ とに し ます。

　〔∫a〕： 〔s
・

P
・i∫a〕c ロe皿 a 《急 ぎなが ら＞＞

， 〔∫〕＃： 〔n6 ∫〕HoM ｛ ＜＜ナ イ フ 》
・ 〔∫P〕：

〔∫pat〕m ・・T 燗 光鉱石 ・
， 〔∫P

’
〕・〔∫P（1

’ke〕田 面 ・・a 《 ピ ン ・，〔∫・〕・ 〔∫・1・’at’

〕

11JBblpATb 《投 げる〉），〔∫v
’

〕： 〔∫v
’6jke〕田 B6敵 a 《お針女〉〉・〔∫m 〕： 〔∫mlgnde 〕

IIIMblrHYTb ＜＜早 く動か す〉＞，　〔∫m
’
〕： 〔pla∫m

’6〕 n．la田 Mfi 《平面 に 》，　〔∫t〕；

〔ka∫tan 〕 i〈aUIT6H 《 くり》
， 〔∫t

’

〕：〔∫t
’il’〕 田 T 盆 b 《無風状態 》 （外 来 語），

〔S，〕・ 〔b・f∫・・〕 6・fiMbc・ 〈6・fi・・… 恐 れ る・，〔S・
’
〕・〔b・i∫・

’

・〕 6・価 ・fl〈

60fiTbcfi《恐れ る》，〔∫n〕： 〔str6 ∫nlj 〕cTp6ulHblVl 《恐 しい 》，〔∫n
，

〕： 〔kl
’

i∫n
’a〕

1〈nemHS 《は さ み ＞＞
，　〔∫1〕： 〔pa∫la〕 EOZIIna 〈n 薗 磁 《行 》，　 〔∫1

’

〕： 〔pa∫1
’i〕

nOU 工溢 くnofiTfi 《行 く》
， 〔

　A

∫ts〕： 〔ml ∫色o〕 rlSILIIqa 《筋肉》
， 〔∬〕： 〔ra ∫∫｛tlj〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　A 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

paculfiTblva＜＜縫 N を とか れた 》
，　〔∫

’t∫
’
〕： 〔m6 ∫

’
t∫
’
n 王j〕 M6ulHblti 《力強い 》，

〔∫r〕； 〔∫ram 〕 田 paM 《か た な きず》，〔∫r
’
〕； 〔∫r

’ift〕IIIpflOPT 《活字 》
， 〔∫j〕：

〔∫j6t〕 EubeT ＜mliTh 《縫 う＞＞
， 〔∫k〕： 〔n6 ∫ke〕H6xci 〈a 《あ し 》

， 〔∫x 〕： 〔∫x 丘ne 〕

LIIxYHa ＜＜ス ク ーナ ー》1エ1｝

　 こ こ で 確認 し て お きた い の は ， 前 口蓋 ・摩擦 ・（無声）・音は い か な る子音 の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

前で も 〔∫〕と い う姿 を と りなが ら ，

国 〔t∫
’
〕の 前 で は 〔∫

’

〕 とい う姿を と る こ と

で す 。

　〔舜〕の 前で は 軟子音と し て あ らわ れ る が， それ以外 の 音 の 前で は 決 し て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ る ま い　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 k も い

軟子音の 姿を とらな い と い うの が ， 位置に た つ 子音と し て の 1∫／の 立居 。 振舞

comportement （Martinet， 70） の 大 きな特徴 の 1 つ で あ り， また ， 前に た つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 A

1∫！を軟化 さ せ て 発現させ る の が 〔t∫
’
〕の 位置 と し て の 大 きな特徴で あ る ，

こ

れが，以上 の 観察で 導きだ さ れ る 結論 で す 。

　§ 6．　 ロ シ ア 語に お い て ， 母．音 〔o 〕の 前で は す べ て の 子 音が 円唇化 され ま

すが， こ の 「同化」 は ロ シ ア 人 に 「知覚 され な い 」osu子音 の 変容で す。 それ に

対 し ，
KoKHY 〔K

−aknG 〕 《窓の 方 へ 》，　 K 　noMy 〔9−d6mu 〕《家の 方 へ 》 と い

うよ うな，無 声 ・有声の 特徴に お ける同化や ，
COI−1 〔son 〕 《夢 》，　 BQ　CHe 〔va −

s
’
n

’6〕《夢で ＞＞ の よ うな，硬音的性質 （非 口 蓋化的性質）・ 軟音的性質 （口蓋化
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」

的性質）の 同化は ， V シ ア 人 に は 「知覚され得 る」
岡 子音の 変容で す 。 子音の

円唇化は ， ロ シ ア 人 に は 「知覚され な い 」が ，有声化 ・無声化 ，硬化 ・軟化は
，

ロ シ ア 人 に 「知覚 され る」の は
， 前者は

，
ロ シ ア 語子音体系に お い て relevant ，

pe配 B6HTHb 殿 で ある特徴 に お け る変容で は な く〔ts
， 後者は

，
　 relevant な特微

に お ける変容で あ る こ とに 直接関連す るわけ で すが 鬮 ，こ こ で ， 「知覚され る」
「され な い 」 とい う心 理的事実に 関する議論は ， さし ひ か え なけれ ば な らない

で し ょ う。ただ，〔∫
’t∫

’

〕に あ ら わ れ る 〔∫
’

〕 の 軟音的性質は ， た とえ意味を 区

別す る機能をその 位置で 発揮 して い な くと も， ロ シ ア 語を所有する入達 に は 十

分気附か れ る音声的特徴で ある こ とを確認し て お け ば十分 で す 、

　§ 7． ある記号 が常に 他の記号 に 附随 し て 現れる場 合 ，そ の 記号は 独立 し た

記号た り得 ませ ん 。 これは 記号 体系が もつ 重要な性質の 一
つ で す 。

　前 口 蓋 ・摩擦 ・（無声）・ 子音が 〔t∫
’

〕 と結合す る時，必ず 〔∫
’
〕 とい う姿を

と り ， 他の 子音 と結合す る時は ，必 ず 〔∫〕とい う姿を と る と い うこ と に な れ

ば，〔∫
’

〕は ，後続す る もの は 〔t∫
’
〕で ある こ とを直接予告し ， 〔t∫

’

〕は 〔∫
’

〕の

単なる 随伴者 とな り，記号体系上 ， 独立す る記号 の 機能を失 い ます 。 こ の 点 ，

〔∫
’t∫

’
〕の 〔∫

’

〕は ， 〔pt∫
’

〕〔n
’t∫

’

〕 〔kt∫
’

〕……等 の 〔P〕 〔n
’

〕〔k〕……と著し く

こ とな り，〔p〕〔n
’

〕〔k〕等は後続す る単位 （子音 ， 母音，＃） の 個 別的総体を

何 ら予告 しませ んが ，〔∫
’
〕は 後続す る もの は 〔t∫

’

〕で ある こ とを直接的に 予告

し ます 。

　か くし て ，〔∫
’t∫

’

〕 は 2 重 の 性格を持 つ こ とに な ります 。

　（1） 2音素の 結合で ある 。 ！∫／＋1t∫／とい う2 音素の 結合 で あ り，そ れ相当

の 長 さを持 つ
。

　（2）　1 単位で ある。後行部分 の 〔t∫
’
〕は ， すで に ，先行部分の 〔∫

’

〕 に よ っ

て ，その 総体が伝 え られ て お り，何 ら 「不定 の 程度」 を持た ず，新 しい 情報は

担え な い
。 〔t∫

’

〕は 〔∫
’

〕の 「ささえ」或は 「つ なぎ」 の ごと き役を を担 うだ け ．

とな り，記号体系上 ，両者あわ せ て 一単位の機能 し か 持た ない
。

　っ ま り， 〔∫
’t∫

’
〕は 「長 さ」 に お い て 2 つ の 単 位 の 結合 と考え られ なが ら も，

「機能」 と して は
， 2 つ の 単位 の 結合で はな く， 1 つ の 単位 と化 して い る の で す。

　こ こ で 注意 して お か なければ な らな い の ぽ ， 〔∫
’
t∫

’

〕 と い う子音 の つ なが り　　　 　
は ， 〔5

’d3’

〕 とは こ とな り （§13 参 照）， 以前の ロ シ ア 語 に よ っ て歴史的 に 与え

られ て い る ぼ か りで な く，そ の 発生機構を当該 ロ シ ア 語 の 中 に 共時的に持 ち続

けて い る こ とです 。 〔∫
’t∫

’

〕の 発生機構とは ，結合 して ゆ く音素〔「Ptの 水 準で 云 え

ば ， ！∫1＋ ！t∫1 で すが，交替 して ゆ く音素i1Slの 水準で 云 うと，や や 複雑な機構
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で ，それは ，お お よそ，次 の 図の よ うに 示 され ます 。

＜S＞ 〈S
’
〉 〈・〉 〈の 〈∫〉 〈5＞．．S 〈t∫〉

　　　　　　　　　
＼

丶 ＼／ 　 1
　　　　＋　結 合 を 示 す 。　　　　　　〔∫

，

〕　S ） 　〔t∫
’

〕

　　　　一 ・ ・ 碗 を 蕨 　（1∫1＼ ／ 1印）

　　　　
一 発 現 な い し変髄 示 す ・ 　 　 〔∫T〕

　例 ， ＜s ＞＋ 〈t∫〉； nepeHQ 磁 Tb 《移 動す る 》
，
　 fiepeH6c 《移転 》，−gE4K 《…者 》 ；

nepeH6 〔∫
’
t∫
’
〕HK 《旗播者 》− nepefi6 〔∫

’
∫
’
〕HK 。 ＜z＞＋ 〈t∫〉 ：paccl｛a3aTb 《語 る》，

paccK飴 《お 話 し》
，

−uHK 《
…者 》 ；paccKa［∫

，t∫
，

〕HK 　《語 り手》− paccKa〔∫
’
∫
’
〕
−

HK
。 〈∫〉＋〈t∫〉： BecflYLI ］el＜ ＜BecH57tul ｛H 《そば か す》

，

−uaTbln 　；　BecH57 〔∫
’t∫

’

〕−

aTbltl ＜＜そばか すの ある 〉）− BecH 置∫
’

∫
’

〕aT 翩
。 〈5＞＋〈t∫〉：Hepe6e ＞KaTb 《投降す

る 》，nepe66 凪 eK ＜Hepe66KKa ＜＜rel蜂》，−qHK 《…者 》 ；fiepe66 〔∫
’t∫

’
〕HK 《投降

老 》
− Hepe66 〔∫

’
∫
’
〕HK 。

　〔∫
’t∫

’

〕の 二 重の 性格は ，通時的に 由来す るだ けで な く，共時的に あ り，それ

を生み 出す内的機購を共時的に 保有す る がゆえに ， 〔∫
’
t∫
’
〕 は 初元 的な生 命力

を持 つ の で す 。

　§8．　 い か に ，それが逆説的で ある に しろ，〔∫
’
〕の 後に あ るの は 必ず 〔t∫

’

〕

で あ ると い うな ら，〔t∫
’

〕は 〔t∫
’

〕 で ある 必要は な くな り，極端に 云 うな ら，

〔t∫
’

〕 は 1 セ グ メ ン トを 占め て い れば必要に 応 じて ，他の い か な るもの に 転化

し て もか ま わ ない とい うこ とに な ります 。 〔∫
’t∫

’
〕が 閉 鎖 の 要 素 を失 っ て ，

〔∫
’
∫
’
〕 に なる基本的条件は こ こ に あ り ます 。

　 もし，「言語が不必要 な もの か ら 自 由 に なる こ とをた えず求め る」
【且91 な ら ，

〔∫
’t∫

’

〕は 調音の 複雑化 こ そ まね くが
， 何 ら弁別 に あずか らな い 閉鎖の 要素を 捨

て去 る こ とは 理 解で きる変化の 筋道で す 。　 〔∫
’t∫

’
〕は 閉鎖 の 要素を 失 っ て も，

他 とは
一
致せず，それ は 自身で あ り得 る の で す 。 （それに 対 し ， 例 え ば 〔sts 〕

とい う子音 の つ らな りが ，閉鎖の 要素を失 えば，〔ss 〕と一致 し て し まい
， 自分

自身で は な くな ります 。
cf ．〔kasts6〕Kocu6 ＜Koc 印 《草刈人 》

， 〔k6sse〕K 訌cca

《金庫》。 ）

　 また ，もし，「言語が必要なもの をきわ だた せ る こ とをた えず求め る」
eCtな ら ，

〔∫
’t∫

’

〕に と り， 先行 要素 〔∫
’

〕 の 前 口 蓋性， 摩擦性，（無声性） とならん で ，

軟音性が重要で すか ら， それ が，後行部分 に よ っ て繰返 され る 〔∫T 〕とい う構

成に むか うの は 当然考え られ ます 。 （こ こ に 〔∫
’

∫
’
〕 の 2 セ グ メ ン ト性 の 保存の
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原因の 1つ が あ り ます 。 ）

　19世紀 末，20世紀初頭の モ ス ク ワ 慄準語で は ， すで に ， 形態素中で 〔∫
’

∫
’

〕が

大勢を し め ， 唯一の 漂準的発音 と し て，当時の ロ シ ア語研究者に 記述さ れ る ま

で 拡大 し ま し た。

　§9．　 〔∫
’t∫

’
〕の 〔∫

’

∫
’

〕 へ の転化は ， そ の 要因が共時的に ある が故に ， 通時

的に もあら わ れた わ け で す が
， 問題の 多様性は ，転化 の 要因及 び機構が共時的

に保た れ続けた 点に あ ります 。 長子音音素を認めず ， 現 行 の 音素 の 構成で en

〔∫
’

∫
’

〕を解釈す る となれば ， どうし て も， ！∫1は 〔t∫
’

〕の 前で 〔∫
’
〕とし て あら

われ ，〔t∫
’
〕（1t∫1）は ，形態素間開隙 （＃

’

）に 邪魔 されなければ，前に ある 〔∫
’

〕

に 同化 して 〔∫
’
〕とな り，〆∫！＋ ／t∫1 は 〔∫

’

∫
’

〕 としてあ らわれ ると い う規則を

境代語の 中に 認めなければな りませ ん ua
． （〔∫

・

〕よ〔の ）
一

〔∫
・

∫
・

〕とL・ 覡 象は ，

6 頁 の 例で 示 し た よ うに ，形 態素の 接合 に あた っ て は は っ き りと見 られ ，音声

学的に も， また ， すで に 述べ た よ うに ，音韻論的に も了解で きる もの であ り，

上掲の よ うな規規化は 自然 な こ と と 思 い ます 。

　 〔∫
’t∫

’

〕 の 〔∫
’

∫
’

〕 へ の 転化は共時的な変容で ある共に ，通時的な変化で あ り，

通時的な変化は， N前で共時的に再演 され続けて い ます 。
ロ シ ア を代表するた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
べ もの ritHの 現代語 の 発音は 〔∫

’

∫
’i〕ですが，それは ，歴史的に 〔∫

’t∫
’i〕として

あた え られ た とい うばか りで な く， 共時的に も ／∫1＋ ！t∫1＋ ！i！に よ っ て あた

えられ る の で す 。

　 こ の よ うな事態の基本的条件を ，
ロ シ ア語が持つ に い た っ た の は ，前 口 蓋 ・

摩擦 ・ （無声）・音が 〔t∫
’

〕の 前以外の全て の 位置で 硬化を完了し た時で あ りま

し ょ う。もし，機能的な一単位化を音素化 とい うなら，その 時 に 〔∫
’t∫

’

〕は 音

素化を開始 し，か つ ，閉鎖の 要素を不必要 な もの として 振切 りだ し，共時的に

も， 通時的 に も，〔∫
’t∫

’

〕は 〔∫
’

∫
’

〕 に な る とい う移行を闕始した こ とに な りま

す 。

　 §10． 筆者は 〔∫
’t∫

’
〕に 関す る予備調査で ， 〔∫

’
t∫
’
〕は ，

戸 シ ア 語音素体系 と

そ の 結合則 の 矛盾 の 結節点 で あ り，最も弱い 環で ある こ とを，次 の よ うなその

特殊性をあげなが ら指摘しま した 。

　 （1） ロ シ ア語の 単音素は 結合し て 2 音素結合を つ くる が，そ の 場合，例えば，

〔tp〕が 〔db〕， 〔tk〕が 〔dg〕に対応する よ うに
， 多 くが無声 ・有声で 対応 し，

互 い に麦 えあ うが ，　 〔t∫
’

〕及 び 〔ts〕〔x 〕を後行要素 とす る結合は ， 有声の 対

応者を持たな い 。   　〔t∫
’

〕を後行要素 とする結合は，また ， 対応す る硬子音

結合 を持た な い 。（3） 〔t∫
’

〕 の 前に は 12種類の 子音しか たたず（§5 参照），それ
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は 最 も強い 限定が おかれ て い る位置で ある。前に た つ 子音が 最小 の 数で あ ると

い うこ とは ， 結合が 自由で は な く， 慣用 句化す る危険性をは らん で い る こ とを示

す 。 慣用 句化 と は
， 自由結合で は な く，複数の 単 位の 結合 で あ りなが ら一単位化

す る こ とで ある 。 （4＞ こ の うち 〔∫
’t∫

’

〕と い う結合の ， テ キ ス トに お け る 出現量

の 多 さ ， ひ い て は 機能負担 量 の 多さは特筆に 価す る ．   　〔∫
’？f

’
〕の 〔∫

’
〕と い

う音に は 6 〈音素〉が 集中し て い る （6頁図参照）。 6 音素集中は 卩 シ ア 語で

非常に 稀で あ る。こ こ で は 1 つ の 形式 （〔∫
’

〕） の 中に 多 くの 内容 （6 〈音素〉）

が 入れ込 まれ，形式の 単一さ と内容の 豊富さ とが激 し く矛盾す るOS
。

　 以上 は ，〔∫
’
t∫
’
〕と い う子音 の つ らな りの 特殊性 と， 内包す る矛盾で あ りま

す 。 これ らは ， 〔∫
’t∫

’

〕の 1単位 化 とか ， 〔∫
’

∫
’

〕 へ の 変化 とか を助けた条件で

は あ りますが ，そ の 直接の 原因で は あ りませ ん 。 直接の 原因は，〔∫
’

〕に よ る

〔t∫
’
〕総体 の 予告 とい う体系上 の 矛盾に ある と考え られ ます 。

　 §11．　 〔5
’
d3’

〕 と い う子音の つ らな りは ，　 Pt シ ア語 の 音声組織の 巾の 古き住

人で す 。 そ の
ー
軟硬の 性質に は や や問 題ぽ ある に し て も，古代 ロ シ ア 語 の 中にす

で に存在し て い ま した 。 （＞Kq ，また ｝Kr も， こ れ を示 し た と い わ れ ます暁 ）で

すか ら，現代語 に つ い て 述べ る こ の 場で は ，そ の 発生 を論ずる必 要は な い で し

ょ う。 〔S
’d3’

〕は ロ シ ア 語の 中に あ っ た もの とし て認め なければ な りませ ん 。

　§12． 〔3
’ds’

〕 とい う有声子 音 の つ らな りを，（共時的に ）考察 し て み ま し ょ

う。

　前 口 蓋 ・摩擦 ・（有声）・子音は い か なる位 置に お い て も硬子音 〔5〕 とし て あ

らわ れ ます。

　〔5a〕： 〔dra5a〕npo 冫Ka ＜JLpo｝icaTb 《震え る》，〔5b〕： 〔5ban 〕＞K6aH 《fi　flナきr

っ ぽ 》
， 〔3b

’

〕： 〔1a3b
’ine〕no ｝K6fiHa 《隘路》

， 〔5v〕： 〔5v6t ∫
’ko〕｝KB6qKa 《は ん

す う》
， 〔5m 〕： 〔5mti〕 ＞iCMY ＜M＜aTb 《に ぎる 》， 〔5m

’

〕：〔sm
’6∫〕 ＞KMelllb 〈

）lcaTb ， 〔3d〕： 〔vra5d6 ］Bpa ＞KAa 《敵意》，〔3d
’
〕： 〔5d

’i〕＞icnrt 《待て 》，〔3n〕：

〔dar65nlj〕nop6 ＞KHfoiA 《道 の り》
， 〔5n

’
〕： 〔5n

’

ot〕＞fcHeT 〈｝KaTb 　＜＜刈 り入れ る＞＞，

〔31
’

〕：〔v6sl
’

ivlj］B6 ＞KnliBbiVl（〈て い ね い な 》
， 〔55〕： 〔530k〕c＞Ker 〈c凪 eqb 《焼

く》
，　〔5r〕　： 〔3rit

，

〕冫KpaTb （〈喰 う》
，　〔5r

’

〕　： 〔5r
’i〕冫KpH 〈冫KpaTb 《喰 う＞＞

，　〔3j〕：

〔ru3j6 〕py｝Kbe 　＜＜鉄砲》，〔5g〕： 〔5gd〕 ｝Kry ＜｝Keqb 《焼 く》
， 〔3g

’
〕： 〔Sg

’i〕＞icrH

〈）iceqb
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら

　そ れに対して ， 〔d5
’
〕と い う音の 前で ， それは 軟子音 〔5

’

〕と してあ らわれ

ます 。 例 ， 〔da5
’d3 ’a〕nox 〈ta。

　か くし て ， 〔s
’d3’

〕に 関 し て も，〔∫
’t∫

’

〕に 関 して §6 か ら §8 で 述 べ た こ と
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すべ て があて は ま り，〔5
’

〕は後行する 〔d3
’

〕を予告し，〔S
’d3’

〕は 含体 して ，

記号 体系上一単位を形成 し，後行部分 を必要 に 応 じて単純化す る基本的条件を

獲得 します 。

　§13．　 しか し，〔S
’ds ’

〕は 〔∫
’t∫

’
〕と こ とな る面を持ち ます。

　 まず， こ れ は 〔∫
’t∫

’

〕と こ とな り， §2 で 述た様に ，単純に 2音素結合 として
　　　　　　　　　　　　　　　
解釈する こ とは で きませ ん。 〔∫

’t∫
’

〕は ，それ を生産する機構を持つ の に 対 し ，

〔3
’d3’〕は それを持ち ません 。 〔3

’d3’〕とい う子音 の つ らな りは ，
　 m シ ア語の 内

部で 共時的 に 生 み 出 され る の で は な く，以前 の ロ シ ア 語か ら受継 い だ もの で あ

ります。 〔∫
’t∫

’
〕を持つ 語に 較べ ，〔3

’d3’

〕を持つ 語は僅少で あ り， 大約 18語os

を算える に とどま る の ばそれ に 起因 します 。

　§14．　 なぜ ， 共時的な生産機構を持たな い 子音 の つ らな りが ， va シ ア 語の 中

に 保存 され た の で し ょ うか 。

　すで に ， 予備的調査で 指摘 した よ うに
，

卩 シ ア語で は ， 単音素の 水準 で ，無

特微的で ある無声子音が ， 有特微で あ る有声子音に量的に 優越 し，その 優越ほ ，

2 音素結合 の 水準で ， 増大 します 。 それ と同 じよ うな事情は ， 同 じ く無特徴的

で ある硬子音と，有特徴で ある軟子音 との 関係で ， 或程度，見出され ます。も

し ，
ロ シ ア語の噪子音の 体系は ， 無声 。有声 ， 硬 ・軟の 対応に麦え られる の が ，

そ の 構造原則で ある なら， 2 音素結合の 水準に お い て ，有特徴的 で ある有声子

音結合 と軟子音結合の存在に 対する構造上 の 要請は ， 単音素 の 水準に もま して ，

高ま っ て い る とみ なければ な り ま せ ん 。 （詳し くは城田）。 そ の 要請 に 対 し， 有
　　　　　　　　　　　　　　　 n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
声軟子音 とし て答え て い る の が 〔3

’d5’

〕で あ ります 。 で す か ら 〔3
’d3’

〕 の 存在

へ の 要講は子 音体系の 構造の 中に す で に あり， 〔5
’ds’〕は 2 子音結合の あきま

を うめ るか た ち で 存在 します。
　 　 　 　 　 A

　
一方 ， 〔∫

’t∫
’

〕は 2音素結合で あ りなが ら， 1 音素 と同 じ機能を こ こ ろ なら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　ロ　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　り
ず も獲得し て ， 「亜音素化」 し，共時的に ある とい うよ り， どん どん と生 み出

　　 　ロ　　 　　　 　
され る時，〔3

’d5’

〕は それを構造的に 支え る有声の 対応 者 （無声音素に 対応す る

有声音素） の 役割を獲得し ， 体系の 中 に それ な りの確固とし た場所を見出 しま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　
す 。 （P シ ァ 語 の 中に

， 有声子音 の 対応 の な い や もめ 的無声子音一
！x 〃ts〃t∫

’1
一は あるが ， 無声子音の対応 の な い や もめ的有声子音は ない こ とか ら考えれば，
　 A 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
〔3
’d3’〕が存在 し得た の は ，常に 〔∫

’t∫
’

〕に対応 し，それを支え なが らも， それ

に 支え られ て い たた め で し ょ う。）
　　 　
　〔3

’d5’〕を （〔3
’
5
’
〕 に し て も）保 と うとす る力に は， 勿論 ， 語源意識 とい う

もの も働い て い る に 違 い あ りま せ ん。しか し，単一の 文字も統一的綴 り もな く，
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単音素の 結合 として も単純 に 解釈 されな い えた い の しれなな不確か な存在で あ

る もの を保 とうとし た 力の もとい に は こ の よ うな溝造上 の 要請が あ っ た と考え

られ ます。

　 §15．　〔5
’d3’〕に と り ， 後行部分 〔d5

’
〕 の 閉鎖 の 要素は ， 調音 の 複雑化を ま

ね くだけで ， 弁別機能上 特 に 必要 とい うもの で は な い ；前行部分 〔5
’

〕 の 有声

性，軟子音性は
， 前 口 蓋性 ， 摩擦性 と共に 重要 で あ り，後行 部分は 閉鎖の 要素

をすて さ り， 先行部分 の前 口 蓋 ・摩擦 ・有声 ・軟子音性を くりか え し て補強す

る構成 に むか う ；か くし て ，〔5
’d3’〕か ら 〔5

，

3
’

〕へ の 移行が共時的に も，通時

的に もお こ る ； とい うこ とは 〔∫
’

t∫
’
〕，〔∫

’
∫
’
〕に 関し て 述 べ た こ とと同 様で す 。

　 〔S
’d3’

〕は ， 〔3
’

3
’

〕に 通時的 に も移 っ て ゆき，例えば 19LW紀末一20世紀初頭

の モ ス ク ワ 標準語で は 広汎に 広 ま りました。 もし， そ の 移行の速度が 〔∫
’t∫

’

〕

の 〔∫
’
∫
’
〕 へ の 移行 の 速度 よ り早か っ た とすれば，それ に は ア ヴ ァ ネ ーソ フ の

云 うよ うな原因 （§4 参照） も考 え られ ますが ， また ， 〔5
’d3’

〕は 以前 の P シ ァ

語か ら一定量受継がれた だ けな の に 対 し，〔∫
’
t∫

’

〕は 生 み だ さ れ て い くた め
， 変

化 の 流れに 乗 る こ とが遅れ ると い う事情 も関係し て い る よ う思 わ れ ます 。

　§16． 現代語 で
， 〔∫

’
J
’
〕は ， 19世紀末一20世紀初頭 の 卩 シ ア 語 に も増 して ，

〔∫
’t∫

’

〕を圧進し ， 子音体系の 中に 強固に居坐 る の に対 し，〔5
’
5

’

〕は ，〔35〕に

よ っ て圧迫され ， 現代語の 子音体系か ら追出され て ゆ くよ うで す 。 こ の こ とは ，

以前か ら云 わ れ て い ま し た が，  比較的 最近 の 大 規模な調査で は ，統計的に 明

らか に されて お ります 。

　 こ の 調査 の 報告者パ ーリ ノ ヴ ァ が （恐 ら くパ ノ ーフ の 指導に よ っ て ）あげ る

〔3
’
5
’
〕消失の 原因は，次 の 4 点に要約 され ます 。

　（1） 音韻論的原因一 「長子音性」 は ，
ロ シ ア 語に お い て，弁別に 資さない

剰余で あ り，それ を持 つ 「音素」〈3
’

3
’

〉は ，子音体系 の 中で 全 く菰立 し た 存在

で ある 。 そ の 上 ， 〈5
’

5
’

〉を持 つ 語ば僅少で ある 。

　  　綴字 の 影響
一

〔5
’
5
’
〕は一定 の 文字を持ず ，

3冫K
，

淑 職 ，冫1蝋 とい う綴 りで

示 されて きたが，新た に 出現し た 伝統を持た な い 識字層は ， それ を硬子音 とし

て 読み ， 発音し て い く。

　（3＞ 文法的子音交替 の 再 解釈一 〈zd
’
〉！〈5

’
3
’
〉（例 ： 〈jezd，一・im ＞一＜je3’5

，−u ＞），

〈zg ＞1〈5’5’〉（例 ：＜briZg−a1＞一〈bri3
’

3
’−u ＞）とい う特異な子音交替が ，

　cep 皿fiTb
− cepm 夕， 双凾 raTb 一

江B艫 yl等 に み られ る くd
’
〉！＜5＞， ＜g＞1〈5＞とい う普通の 子音

交替 と し て 解釈 しな お され ，そ の 中 に 組込 ま れ て ゆ く。 〈jezdLim＞一〈jez5−u ＞，

＜brizg−al＞一くbriz5−u ＞
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　（4） 方言の影響 opm

　 こ の うち ，     （4）は ， 事態を促進した要因で あ りますが，決定的な原因で な

く， 決定的な原 因は（1）で ある筈 で すが ，
一：一一リ ノ ヴ ァ が 云 うよ うで は ， 子音組

織に お ける 〔∫
’
∫
’
〕の 強腰 の 居坐 りは 説 明 で きま せ ん 。 そ れ を 持 つ 語が い くら多

い とい っ て も，「音素」〈∫
’
∫
’
〉は，やは り， 「音素」〈3

’

5
’

〉 と同 じ く長子音で あ

り， 孤立 して い る点は ま っ た く同 じで す 、 筆者は ， 〔∫
’
∫
’
〕の居坐 りと 〔5

’
3
’
〕の

追放の 原因を次 の よ うに 考え た く思 い ます 。

　すで に 説 い た ように ， 〔∫
’

∫
’

〕は 〔∫
’t∫

’

〕 と同価で あ り，〔∫
’t∫

’

〕の 〔∫
’

∫
’

〕へ

の 変化 は ， 通時的 の みな らず ， 共時的 に ある変化 で す 。
で すか ら，現代語に は

〔∫
’t∫

’

〕〜 〔f’

∫
’

〕 とい うか わ り音関係を 認め る こ とが で きます 。 〔∫
’

∫
’

〕は 〔∫
’t∫

’

〕

か ら生れ ， 〔∫
’t∫

’

〕に 戻 り得，共 に 1∫1＋ 1t∫／と解釈 され，共 に，それの 「発

音上 の バ リ エ ーシ ョ ン 」
os と し て存在 します 。

か く し て ， 〔∫
’
∫
’
〕 は 〔st〕が

〆s！＋ ！t1 で ある と同 じよ うに ，現に 存在する 2 つ の 単音素 1∫！，1t∫！の 結台
『
と

し て 了解 され，結合組織の 中 の 正 統的な存在 と認め られ ます 。

　そ れ に 対 し て ，〔5
’
5
’
〕は ， す で に 述べ た よ うに

， 単 音素の 結合 として は 了解 さ

れ ま せ 砺 単音素の 結合で なけれ ば， 1 つ の 音素 とい うこ とに な りますが ， 1

つ の 音素 とす るとそ の 長子音 とし て発現する 性質は 特異す ぎます 。 〔3
’
5
’
〕は 音

素体系 の構造に ， 長子音 とい う不 安定な要素を入 れ ， その 整合的安定を乱す邪

魔物で す 。 し か も，
こ の よ うな，体系を乱す邪魔物的存在は ，量的に 僅少な形

態素に よ っ て担われ て い るに 過 ぎませ ん 。 それ を似 て い る他の もの で 置換えて

も，体系に と っ て の利は 多い に し ろ ， 混乱は と る に た りませ ん 。 〔5
’
5
’
〕を追放

し ， そ の あきまを 〔53〕で うめ る とい う事態は ，〔∫
’

∫
’

〕が 1∫1＋1t∫1と解釈 さ

れ る こ とに よ り，〔3
’

5
’

〕が パ ー トナ ー
を喪失 し ， 体系を乱 し ， 構造に 不安定な

要素を入れ る存在 と し て 浮上が る ；構造 の 力学 は そ の よ うな要素を除 き， 体系

に 安定を もた らそ うとす る ；そ の う ごきは ，綴字か ら も，文法か ら も，方言の

影響か らも， 支え られる ；と い うこ とか ら惹起され て い る と考 え られ ます 。

　すで に
， 論 の 進め方は 透 明 に な っ て きた と思 い ますの で ，結論め い た こ と を

書 い て お きます 。

　〔∫
’tf’〕 も 〔∫

’

∫
’

〕も 2音素結合に あた り， か つ
， 1 音素 に あた る 。 〔3

’ds’

〕 も

〔5
’
5
’
〕 も 2 音素結合で は な く，〔∫

’t∫
’

〕〔∫
’

∫
’

〕の 持つ 1 音素 と い う側面に対応 し

て 存在す る 1 音素 の あらわ れで ある。こ の長子音に 発現する音素は 消えさ りつ

つ ある 。

　ゼス ク ワ 音韻学派が行 う 1∫T ！13’5’1とい う音素の 承 認に 反 対し，〔∫
’

t∫
’

〕と
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い う発音に 忠誠を つ くし ，その 2音素性を あ くま で守ろ うと努め る レ ニ ン グ ラ

ー ドの 学者 の 態度は それ な りに 尊敬に 価す る も の ですが ，〔5
’

5
’

〕 を単に 〔55〕

（15！＋f51）の 発音上 の バ リエ ーシ ョ ン とし て か た ずけ ると した ら ， それは レ

＝ ン グ ラ ード標準発音へ の 固執的態度や反対 の 執拗 さ とがん こ さ に 似合わ な い ，

簡略的な見方 で あ り，
モ ス ク ワ の 学者の反論をま ともに 受止め る に は 十分で な

い もの が ある よ う思われ ます 。

　§17．　 〔∫
’
〕は 〔t∫

’
〕その もの を 予告し ， 〔5

’
〕は 〔dsD そ の も の を予告す る

こ とを述べ まし たが ， これ と同 じ現象が他の 子音結合に も見 られ る で し ょ うか 。

も う紙数もつ ぎか け ました が ，
こ の 問題を 検討せずに ，本稿を 閉 じ る とすれば

片手落ち に な るで し ょ う。

　（1） 1t∫1 は い か な る硬子音 の 前で も， 音声的 に 軟音的性質を 保在 し ます 。

　〔t∫
’

m 〕： 〔kart∫
，

mA 〕KopqMa 《居酒屋 ＞＞， 〔t∫
’

v 〕： 〔P6t∫
’

v9 〕n6qBa 《土 壌＞＞，

〔t∫
’k〕： 〔p6t∫

’ko〕n6qKa 《つ ぼみ 》
， 〔t∫

’

x 〕：〔t∫
’

xat
’

〕qxaTb 《くし ゃ み する ＞＞，
　　　　　　　　　　　　　　　　A 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　
〔t∫

’t〕： 〔P6t∫
’to〕rI6qTa 《郵便》，〔t∫

’ts〕： 〔valt ∫
’
tsa〕BongUa 〈Bon96q 《あ ざ

み ＞＞，〔d5
’b〕： 〔a1d3

’bi〕aπq6i 《どん らん 》
。

　 し か し ， 〔∫〕の前 で は ， 普通 ， 〔t∫〕とい う風に 無声 ・硬子音の 姿を と っ て あ

らわれ ます 。

　 〔pr
，

lv
’6t∫∫王j〕npPIBd 毋iiimi 〈npeBec 揃 《連れ来 る 》啣

。

　 よ っ て ，〔t∫〕 は 後行する 〔∫〕を予告す る よ うに 思われ ます 。

　（2） 1t∫1 は 〔3〕 の 前で は 〔d5〕 とい う有声 ・硬子音 の 姿を と っ て あ らわれ

ます 。

　〔6d3311］6T＞Kun くOT 舶 Tb 《生 き通す》國
。

　 よ っ て ，〔d5〕は 後行す る 〔5〕を予告する とい うこ とに な り まし ょ う。

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　へ
　 しか し ，

こ れ ら語 を 〔t∫∫〕〔d3〕 とす る発音は ， 早い テ ン ポ の 発話で お こ る

こ とで ， 努め た発音 で は ，〔t〕＋ 〔∫〕，〔d〕＋ 〔5〕の よ うに 発音 され る点eeか らい

　　　　　　　　　　　 A 　　　　　　　　　　
っ て も， また ， こ れ らが 〔t∫∫〕 〔ds〕 と発音 され ると して も， そ の 子音 の つ ら

な りは ，形 態素中に は 見出されず ， み な，形態素接合部 に 分布し，形態素間間

隙 （＃
’
） に 区切 られて い る点か らい っ て も，形態素中に 広汎に 分布す る 〔∫

’t∫
’
〕，

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A 　　　　　　　　　 A

〔5
’d5’

〕 と同列に 論ず る こ とは で きません 。 〔t∫∫〕〔d33〕 は ， 云 っ て み れば ，

〔t∫〕＃
’
〔∫〕，〔ds〕＃

’

〔3〕 とい う結合 な の で す 。
で すか ら 〔t∫〕， 〔d5〕 は 子音

〔∫〕， 〔5〕を予告す ると い うよ り， ＃
’

〔∫〕， ＃
’

〔5〕 を予告 し て い る ，
つ ま り，

形態素 の 間隙 ＃
’
を示す記号 とな っ て い る と い う こ とに な り ま す 。

　た だ し，＃
’

に よ っ て 区切 られ て い る とは考え られ な い 〔t∫∫〕 の 例 が nSqme
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とそ の
一族 の 語 （nYgulHti ，　ynyyUi6HHe，　Yn17qUIHTb　．　ee）に 見 られ ます。こ の

　　　　　　
こ とは ，〔t∫∫〕が例 外的に し ろ 形態素中に 侵入 す る こ とを示す もの で すが ，

こ

れ らの 語は ， は なし こ とば で ， 〔IUt∫
’t∫

’

i〕 と発音 さ れ ます測 こ の 事実は ， 示
　　　　　　
唆的で ，〔t∫∫〕 と い う子音 の つ らな りを形態素中か ら排除し よ うとす るきせ い

が働い て い る こ とを示 し て い ます 。

　　　　　　　　　　　
　そ の きせ い は ，　 〔t∫〕を間隙記号 と して と っ て お こ うとす る志向を示す もの

　　　　　　　　　 　
に 外な りませ ん 。〔t∫〕が 間隙記号 とし て働 く限 り，〔t∫∫〕の 「亜音素化」は 前

途遼遠 とい わ ざるを得ま せ ん 。

註（1） 統計 資 料 は BaPHHOBa （a ）46− 47．

　  　し か し，〔∫
’
∫
’
〕を 発音す る 人 は ，　レ ＝ ソ グ ラ ー ド で も年 々 少 な くな ります。

　　BaPHHOBa （a）25，脚 注 参 照 。

　（3）　PeΦOPMaTCKH 鹹 1651．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　（4）　fp ，

　p
’

，
　b，　b’，　f，　f’，　v，　 v

’
，　 m ，　 rn

’
，　t，　t

’
，　 d，　d   s，　 s  z，　 z  ts，　n

，　
n   1， 1’， ∫， 3 ，　

tf
，

　　rt　rJ，」，
　k，　k

’
，　g，　g

’
，　 x ／．／k

’
／／gソ（／x

’
／） に 問 題 力ζあ り ます が ，本稿 に は 関係 し ま

　 　 せ ん 。

　（5）　レ フ t ル マ ーツ キ
ー

は 「音素 ／3
’
5ソ」 と い う論 文 を 「／5

’

37 万 才」で 結 ん で い ます。

　  　こ れ は ト ゥ ル ベ ツ コ
ー

イ の 単 音 素 認 定 の 第 3 則 に 反 し ます 。 し か し ， 第 3 則 は あ

　　ま り重 要 で な い ，と彼 自身が 述べ て い ま す （Grundz 亘ge 　53・OcHoBbl　 65−−66）。 も

　　 し，ネ ウ ス ト ゥ ブ ニ ーの い う単 音 素 分 割 に お け る 「不 均 衡 斎 性 表 」を つ く る と す る

　　と，音 素 ／∫
’
∫7／3

’
3
’
／ は 「単 音 素 の 長 さ を こ え な い 連 絡 」 と い う項に ？が あ て られ

　　る こ と に な り ます （NeustupnY 参 照 ）。

　（7）　「音 素 」／∫
’
∫7 は ，母 音，＃ 以 外 に は 〔n 〕 〔n

’
〕〔k〕〔k

’
〕の 前 tc し か あ ら わ れ

　　ず ， f3
’
3ソ は ，母 音 以 外 に は 〔「〕の 前 に し か あ らわ れ な い と い う こ と に な り ま す 。

　　　例，　〔∫
’
∫
’
u 〕；〔∫

’
∫
’dk ∈）〕　rqYKa ，　〔∫

’
∫
’
〕＃： 〔v

’6∫’∫’〕　BeH エb，　〔∫
’
∫
’
且 〕：〔n ユ6∫’∫’nlj 〕

　　M6 【皿Hb 磁，〔∫
’
∫
’
n
’
〕；〔x

’i∫’∫
’
n
’
lk 〕x 直田 HHK ，〔∫

，

∫
’
K 〕：〔bar∫

’
∫
’k義〕60p皿 K査く60P旺工6K

　　＜60plロ，〔∫
’
S
’k’）：〔bar∫

’
∫

pk ’6〕　60pulK≦〈60pm6K ・　〔3
’
3
’i〕：〔dr63

’
5
’1〕Ap6 ）K ｝くH，

　　〔3
’
5
’1’〕：〔da5

’
3Tivlj〕AO ｝K 皿∬直Bb凾．

　（8）　ABaHecoB （a）330．

　（9）　ABaHecoB　（a）　33（F −331・
　　　 A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
　  〔tf 〕の 前 に 〔t〕〔s 〕〔ts〕は あ り ま せ ん 。 燥 子 音 abstruent 中，　 diffuse な音

　 　 は，grave ，　 acute に お い て 区 別 され ま せ ん 。

　  　〔∫f〕〔∫f
’
〕の 可 能 性 は 推 定 され ます が ，適 当 な 例 証 は あ りま せ ん 。

　〈i2　〔d
’

〕〔n
’

〕〔1
’

〕 の 前 で ／∫／／3／ を 軟 化 させ る 人 が い ます ： 〔nas
’
m
’6∫

’
n
’．
lk〕 Hac ・

　　Me ［llHHK ．（LLIaxMaToB　 106，　ABaHecoB （B）92，　IsaEenko　128）。しか し， こ れ は ，

　　正 音法か ら は 排撃 さ れ ます 　（ABaHecOB （B ） 92）。　個 人 的 な現 象 で あ る に しろ ，

　　こ の よ うな ロ シ ア 語で は 〔∫
’t∫

’

〕 の 一単位 化 は お こ り ま せ ん （後述）。 〔j〕の 前 で

　 ／∫／／3／は 半 軟音 と し て あ らわ れ る こ とが あ りま す （lsa6enko 　128）。
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  （〈He　oco3HaeTc ” roBopflLIIvaMH ＞＞ （KacaTKHH　56）・

〈10 ＜＜Mo ｝KeT 　oco3HaBaTbcn 　roBopHlz4HMH ＞） （KacaTKHH 　56）・

  　シ ャ ウ．ミ ャ
ーン の 用 語 を か りて 云 え ば ，円 唇 的 性 質 は AH ΦΦepeHTop 　と し て 発

　　現 し て い な い と い う こ と に な りま す （UlayMHH　53）。

  　無声 ・有 声 ，硬 ・軟の 対応 は ， ロ シ ア 語 の 音声体系 に お け る structural
“
genius

”

　構造的 「精神」（Sapir 工20） の 如 きも の で あ り， そ れ は ， 特 に ，燥 子 音 体系 の 組 織

　
．
原理 の よ うをこ

．
働きま す （城 田 105f）。

勧　普通 の 意 味 で の 音 素 。
パ ノ

ーフ の い う cKHTarMo 一ΦoHeMa （FlaHoB）。

  　ア ヴ ァ ネ ー・ソ フ の い う音素列 ΦoHeMHb 揃 pfiA（ABaHecoB （c））．パ ノ
ー

フ の い

　　う Hapa 即 rM （ゆ OHeMa （HaH ・ B ）・

Cg　Paul　Passy ，　 Etudes　sur 　les　changements 　phon6tiques 　 et　 leurs　 caract あres

　9ξnEraux ．の マ ル チ ネ に ょ る 要 約 の 1 部 （Martinet 　43）。

　　　同 上 。

  　（4）参 照。

  　こ れ は，前 の も の が 後 の も の を 調 音 方 法 に お い て 阿化 す る と い う，前 か ら後 へ の

　　同 化 則 で あ り ，
ロ シ ア 語 の 同化 則 の 中 の 唯一

の 例 外を な し ま す （§2 参 照 ）。

　　　詳 し くは 城 田 115− 123．

 φ　Jakobson　247− 253．

  　　PeΦOPMaTCKH 鼓 1655．

鱒　例 え ば ， ABaHecoB　98．　rBo3AeB　8Q．

鋤 　詳 し くは BapvaHOBa（a）（B）

囀　　BaPHHOB　（B ）　91− 102．

白窃　ByJ夏aHHII　84．

　　　§6 参 照 。

  　ABaHecoB （B） 106。

  　同 上 。

鰯　同 上 。

  　同 上。　　　 ：
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